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＜連絡事項＞

· 春の会の会費5000円、明日までに夏堀まで払うこと。

· 本日17：30より、メモリアルホールにて四国研修報告あり。デイケア・デイナイトケア勤務の人は参加すること。

· 本日月末につき、各セクションの担当者は月報を提出すること。

· 明日、11：30より入社式あり。明日の午前のプログラムは少し早めに始めて、スタッフ2～3名以外は入社式に参加すること。

＜事例検討＞

○我満　奈津紀様　32歳　統合失調症　デイケア利用

〔問題〕

・最近遅刻や欠席が目立ち、またその際に本人様よりの連絡のないことも多くなっている。

〔現状〕

· 娘さまの小学校入学が迫り、焦りがある。朝は遅くても何時に起きなければ間に合わないから起きなければという意識が強いが、出来ていない。

· 娘様の言うとおりにしてしまうことが多く、振り回されている。娘様がビデオを見たいといえばビデオを借りに行き、家の中で遊びたいと言えば家の中で遊びといった生活を過ごしている。

· 就寝時間がこれまでより1時間前後遅くなったと話される。「布団の中に入るといろいろなことを考えてしまって、眠剤飲む時間はこれまでと変わらないけど、寝つきが悪くなった」と話されている。

· 娘様の保育園の他のお母様との付き合いにストレスは感じないが、自分から輪に入っていったり、自分から話しかけることはないと話されている。

· 昔は出来ていたこと、父から女はこうあるものと教育された内容や、自分が子供の頃に母にしてもらったことと、自分が現在行えることにギャップが大きく、そのギャップに苛まれている。

· 「誰かに助けを求める事が苦手だ」と話す。

〔対応策〕

· 母親としてとるべき態度や対応について助言する。

· なかよしクラブで他のお母様と話を聞いてみるように助言する。

· 家事について、今よりももっと楽に出来る方法について助言しながら共に考える。

· 理想と現実のギャップが大きく、一気に出来るようになろうとしていることが見られるため、段階に分けて一つずつ問題を解決していけるように援助する。

· 本人様の不安や葛藤について言語化しやすい環境作りを心がけ、言語化した際には傾聴・受容・共感の態度を示した上で対応する。

＜青山荘定例会議・検討＞

○田名部　一樹様　27歳　統合失調症　デイケア利用

· 「朝早く来るようになって、疲れてきた」と話される事が見られる。

· 腹痛を訴え、トイレに頻回に通う事が見られる。しかし、必ずしも排便や排尿があるわけではなく、「出そうな気がしたからトイレに行った」という発言が聞かれている。

· トイレに行くのはミーティングやラジオ体操や一部プログラム中が多く、本人様の好んで参加するプログラム（運動・自主活動）中にはトイレに行くことは見られていない。

〔検討〕

· 遅刻せずにデイケア通所することを決めてから、一度も遅刻していないことを評価する。

· 今後就労を希望するのであれば、定時までに出勤することは最低限必要とされる能力であることを伝える。その上で、遅刻しないように通所することは必要な訓練であり、今後も継続していくことは必要であることを伝える。

· プログラムに参加する前にトイレに行くようにその都度伝え、プログラム中は極力トイレに行かないように出来るようにするように説明する。

· 田沢　勝敏様　57歳　統合失調症　デイケア利用

· プログラムに参加されず、一人隅にぽつんとおられる事が多い。

· プログラムには、スタッフから何度も促さないと参加されない事が多い。

· 自分の関心のあることには積極的に参加されるが、興味のないことには無関心。

· 政治・経済・歴史・スポーツ・昔の映画・本に関心がある。

· 対人面に関して、「全然問題ないです」と話されている。

· 活動に対して、「出来ないです」「やった事がないので遠慮します」と話されることがしばしば見られる。

〔検討〕

· 自信のなさ、自分の土俵から出ようとしない事が見られるため、本人様の得意なこと、出来ることを誉めていき、自信につなげる。

· 集団での活動に参加したくない理由を聞き出していく。

· 一人でおられたり活動に参加されていない際には、今後も声かけしていく。

· 清水　泰雅様　30歳　統合失調症　デイケア利用

· 以前よりデイケア内で手洗いしている姿が多く見られるようになった。レストランに行く際に、行こうとして再びデイケア棟に戻り手洗いしていることが見られる。

· 自主活動の際に、以前は本を手元において机上に伏せっていたが、最近では何も持たずにただ机上に伏せっていることが多く見られるようになった。

〔検討〕

· 声掛けする機会を多く持ち、なぜ伏せっているのかを聞き出していく。

· 本人様の興味のある活動について聞き出していく。

添付資料

＜青山荘定例会議報告＞

· 田名部　一樹様～特に変化はない。就労に関する見学について主治医に伝え、許可が出れば具体的

　　に見学先を決めていく予定。就労に関しては「やるのはまだちょっと…」と話されるが、見学に関しては了承されている。

· 清水　泰雅様～デイケアへの遅刻は相変わらず続いている。二度寝している様子が見られるため、

　　睡眠状況に関して本人様に確認するが、「眠れています」と答えられている。睡眠状況について、本人様への確認以外の方法でも確認し、今後二度寝しない方法について検討していく。調理教室では、手際よく調理され片付けまできちんとされている。家では家人がいない際には自分で調理して食事を取っているとのことで、調理に関してはある程度の能力があると評価している。今後、退所後の日中の活動の場について検討していく。

· 田澤　勝敏様～入浴は声掛けしないとされないことが見られる。入浴しない理由については「風邪

がまだ完全に治っていないので」と話される。また、本人様の自室内が臭うことがあるが、原因は不明。入浴・洗濯への声掛けを今後も継続して行っていく。明日銀行に、入所に必要なお金を下ろしにいく予定にしている。今回は一人で銀行に行く予定にしており、何かあれば青山層に電話するように本人様には伝えている。5月で手帳と32条が切れるため、4月にむつまで更新の申請に行く予定。その際、本人様もいけるようであれば一緒に行くこととしている。

· 関口　禅様～3/29八戸赤十字病院内科に胃の検査に行っている。その際、食事は外で食べてくる

　　か帰ってきてから食べるか、当日デイケアは遅刻して参加するか欠席するかなど、自分では決定せずにスタッフに決めてもらおうとする事が見られる。胃の検査結果、主治医より「癌かと思ったけど大丈夫だった」との話あり、安心したと話されている。

· 袴田　淑子様～先週末は自宅に外泊せず青山荘にて過ごされている。本人様よりしばらくシーツや

枕カバーの洗濯をしていないとの話が聞かれたため、洗濯している。入浴について確認すると、5日入浴していないとの話が聞かれたため、日曜日に入浴していただいている。入浴していない理由として「入ろうと思うけど、いつもお風呂が埋まっているから」と話されている。今後も継続して声掛けを行っていく。

· 大久保　康弘様～薬の自己管理には問題見られない。3/26他入所者様がサンデーに買い物に行く

　際に、本人様より「一緒に行ってあげる」と声かけされたとのことで、2人で買い物に行かれ、花の鉢植えを購入されている。スタッフの休憩中によこまちストアに大きめのトーとバックを持参して買い物に行かれることがある。お菓子を買ってきている様子であるが、買い物に行ったことや購入したものについてスタッフに隠している様子が見られる。次回面談時に隠す必要はないことを説明する予定。以前、てんとう虫が自室にいたとのことで、日記に「てんとう虫君が部屋にいたのは、自分が自由になった証だ」と書いておられることが見られる。

· 番沢　政勝様～本日14：00より面談実施予定。面談の際に現在の献立作りから実践へのステップ

　　　　　　　　　アップについて話す予定。最近、献立の内容が４食ともに『レタス・パン』等と同じメニューになっていることがあり、マンネリ化しているのかもしれないと考えている。

　　　　　　　　　退所後もデイケア通所したいとの話が聞かれる。現在の本人様のデイケアでの目標は対人面（人の役に立つ人間になりたい・発言力のある人になりたい）だが、その他にもステップアップできる部分はないか本日の面談で話し合う予定。

· 平　康子様～3/26サンデーにて電卓購入していただいた。今後、単身生活に向けて生活費の計算

などに使用できるように電卓の使い方の練習を行っていく。3/28面談にて、1週間分の献立を作成していただいたものを確認するが、金額・栄養共に問題なく作成されている。また朝食作りの実践については、本人様より「よこまちストアは火曜日が安売りだから、火曜日に買い物して水曜日に作りたい」との発言が聞かれ、3/29に買い物、3/30に実践を行っている。その際、前日にほうれん草を煮ておき冷凍保存するなどの、効率よく調理する方法について助言している。毎日の実践だと本人様への負担が大きいため、当面は週に1回の頻度で実施していく。

· 巴　勇樹様～先週末風邪をひくことあり、鹿内内科受診している。初受診ということで診察券の作

　成や服薬内容の確認などがあったが、いずれも自分で行うことが出来ている。時に難しい言葉が出てくると分からない様子は見られるが、何度か説明を受け独力で行う事ができている。3/28面談実施。家庭での状況について不明な点について話を聞いている。家で一番話をする人は父であり、一番関わりを持っている人も父であるとのこと。2番目は妹との話が聞かれる。家族の話の中に母に関するエピソードは殆ど出てきていない。

· 中居　松男様～ひとつのことを何度も話してこられることが見られ、また誰も反応しないのに一人

で話し続けていることも見られる。退所後の生活について、「アパートを借りて住みたい。日中はデイケアに通いたい。デイケアは楽しいから」と話されている。病気について、「バカヤローって聞こえると病気だと思う。病気は薬で抑えられているから薬を飲み続けます」と話されている。

· 関　秀治様～受診時、3ヶ月ほど前から調子悪い事があり、目が上がりそうになったこともあった

　　　　　　　　と話されている。主治医からは現在のところ生活に支障が出ていないから大丈夫であろうとのコメントをもらっている。その後の日記の中で、2～3回調子が悪くなったとの記載が見られている。

〔うみねこ幸房〕

· 前野　義勝様～9：30頃になって「遅れます」「休みます」との連絡のあることあり。昨日も「行

　　　　　　　　きたくなくなったから休みます」と連絡してこられている。「ナイトケアも幸房も飽

きた。マンネリ化してきた。たまに違う景色を見てみたい」と話されることあり。

〔青明舎〕

· 種本　サハ様～スタッフが眼科受診の同行をすることとなっている。

· 晴山　美智子様～入院されたため、登録解除となっている。

· 森田　清助様～雇用促進の期限が切れるため、就労先を探して始める。

· 柳町　信之様～雇用促進の期限が切れるため、就労先を探して始める。動きが遅いので、本人様が

いいと思う仕事があってものんびりしているとすぐになくなることを伝えていく。また、事前に履歴書を書いておくなどして、すぐに動ける体制を整えておく予定。

・戸賀沢　潔様～鈴木茂子様より、20万耳をそろえて返せといわれたと話されている。




















































